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藤
谷
先
生
の
講
演
で
は
最
初
に
、
高

齢
者
は
誤
嚥
性
肺
炎
を
き
っ
か
け
に
、

①
死
亡
す
る
こ
と
も
、
②
心
不
全
を
き

た
す
こ
と
も
、
③
嚥
下
機
能
が
回
復
し

な
い
こ
と
も
、
④
認
知
症
が
進
む
こ
と

も
、
⑤
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
こ
と
も
、
⑥
在

宅
酸
素
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
⑦
自
宅

に
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
誤
嚥
性
肺
炎

の
予
防
・
再
発
防
止
は
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
嚥
下
障
害
に
は
２
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
、
脳
卒
中
等
の
急
性
疾
患

で
発
症
し
た
明
ら
か
な
嚥
下
障
害
と
、

も
う
一
つ
は
摂
取
量
の
低
下
が
あ
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
に
な
っ
て
や
っ
と
気
づ
か

さ
れ
る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。

誤
嚥
性
肺
炎
は
一
度
の
誤
嚥
に
よ
っ

て
起
こ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
①
誤
嚥
の

量
が
多
い
か
少
な
い
か
、
②
誤
嚥
し
た

内
容
物
が
き
れ
い
か
汚
い
か
（
口
腔
内

の
不
潔
さ
の
問
題
）
、
③
防
御
機
構

（
咳
が
出
せ
る
か
、）
④
喀
出
力
（
痰
を

出
す
力
）、
⑤
体
力
・
免
疫
力
が
関
係

し
て
い
る
。

肺
炎
に
つ
な
が
る
誤
嚥
に
は
、
①
食

事
に
伴
う
肺
炎
と
②
食
事
に
伴
わ
な
い

肺
炎
が
あ
る
。
②
の
場
合
、
不
潔
な
唾

液
の
誤
嚥
（
口
腔
ケ
ア
の
徹
底
が
必
要
）

や
胃
食
道
逆
流
に
よ
る
誤
嚥
、
咽
頭
・

第
17
回
　
講
演
会
報
告

が
開
催
さ
れ
た
。

当
会
の
理
事
、
大
前
由
紀
雄
先
生
の

開
会
の
挨
拶
の
後
、
最
初
に
演
題
１

「
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
嚥
下
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
医
長
の
藤
谷
順
子
先
生
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
演
題
２
「
多

職
種
協
働
口
腔
リ
ハ
へ
の
挑
戦
」
に
つ

い
て
霞
ヶ
関
南
病
院
言
語
聴
覚
課
課
長

の
鈴
木
智
子
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。当

日
は
241
名
の
参
加
が
あ
り
、
両
先

生
の
熱
心
な
講
演
に
会
場
も
熱
気
に
溢

れ
た
。

喉
頭
の
不
潔
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
の
嚥
下
障
害
の
リ
ス
ク
は

（
図
１
）
に
あ
る
よ
う
な
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

次
に
摂
食
・
嚥
下
の
５
期
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。

★
先
行
期
に
つ
い
て

①
食
べ
物
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
人
に
食

べ
さ
せ
る
と
誤
嚥
す
る
、
②
片
麻
痺
の

方
は
傾
い
た
ま
ま
食
べ
る
と
誤
嚥
を
し

て
し
ま
う
。
ま
た
、
食
べ
物
の
形
が
な

い
こ
と
、
と
ろ
み
の
付
い
た
ま
ず
い
お

茶
、
香
り
が
な
い
食
べ
物
な
ど
は
注
意

を
要
す
る
。

★
準
備
期
に
つ
い
て

こ
の
時
期
は
捕

食
ー
咀
嚼
ー
食
塊
形
成
を
す
る
時
期
な

の
で
餅
を
臼
で
つ
く
の
と
同
じ
よ
う

に
、
歯
だ
け
で
は
な
く
舌
と
頬
の
動
き

が
大
切
（
特
に
頬
は
内
側
へ
引
く
力
が

大
切
）。
口
腔
ケ
ア
の
時
も
、
う
が
い

（
２
面
へ
続
く
）

講
演
Ⅰ｢

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と

嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン｣

藤
谷

順
子
先
生

大前 由紀雄理事

講
師
　
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長

（図１）
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す
る
力
、
呼
気
の
力
を
強
化
す
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

★
口
腔
期
に
つ
い
て

舌
等
に
よ
る
食

塊
を
送
り
込
む
時
期
な
の
で
、
①
口
唇

の
閉
鎖
、
②
顎
位
の
安
定
、
③
舌
尖
の

固
定
、
④
舌
収
縮
に
よ
る
奥
舌
の
隆
起

が
大
切
な
要
素
に
な
る
。

★
咽
頭
期
に
つ
い
て

感
覚
入
力
（
食

べ
物
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
感
覚
）
が

あ
り
、
延
髄
嚥
下
パ
タ
ン
中
枢
が
働
き
、

喉
頭
の
前
上
方
拳
上
に
よ
り
喉
頭
蓋
が

閉
じ
、
食
道
入
口
が
弛
緩
す
る
動
き
。

★
食
道
期
に
つ
い
て

重
力
と
蠕
動
運

動
に
よ
る
食
塊
の
胃
へ
の
移
送
だ
が
、

高
齢
者
の
場
合
、
胃
食
道
逆
流
な
ど
に

よ
り
肺
炎
を
起
こ
す
の
で
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
５
期
は
実
際
に
は
も
っ
と
複
雑

で
、
液
体
と
固
体
の
違
い
、
凝
集
性
、

付
着
性
（
の
ど
へ
の
貼
り
付
き
や
す
さ
）

等
、
食
物
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
。
と
ろ
み
付
き
の
飲
み
物
は
飲
み

込
み
や
す
い
の
で
は
な
く
、
誤
嚥
し
に

く
い
だ
け
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
。

★
嚥
下
と
咀
嚼
に
つ
い
て

嚥
下
能
力
が
高
い
こ
と
は
様
々
な
形

態
を
嚥
下
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
高
齢

化
に
伴
い
、
食
べ
て
い
る
途
中
で
話
し

か
け
ら
れ
た
り
、
急
い
で
食
べ
る
と
誤

嚥
す
る
。
咀
嚼
機
能
が
低
く
、
嚥
下
機

能
も
低
い
高
齢
者
に
は
最
初
か
ら
食
塊

状
の
物
を
口
に
入
れ
た
方
が
安
全
で
あ

る
。

★
誤
嚥
に
つ
い
て

多
く
の
誤
嚥
は
次
の
３
つ
に
分
類
で

き
る
。

①
嚥
下
前
の
誤
嚥→

嚥
下
反
射
の
前
に

さ
ら
っ
と
流
れ
込
ん
だ
も
の
を
誤
嚥
す

る
。

②
嚥
下
中
の
誤
嚥→

嚥
下
時
に
全
量
が

食
道
に
入
ら
ず
、
気
道
の
閉
鎖
も
遅
れ
、

誤
嚥
す
る
。

③
嚥
下
後
の
誤
嚥→

残
留
物
を
後
で
吸

い
込
む
。

④
大
切
な
こ
と
は
食
塊
の
移
動
は
「
圧
」

が
大
切
。
圧
を
作
る
の
は
筋
力
、
筋
量

な
の
で
癌
な
ど
で
や
せ
た
人
が
飲
み
込

も
う
と
思
っ
て
も
筋
力
が
な
い
の
で
誤

嚥
し
や
す
く
な
る
。

★
頸
部
・
体
幹
機
能
の
重
要
性

喉
頭
拳
上
筋
群
は
頸
部
前
面
筋
群
が

重
要
な
働
き
を
持
つ
の
でH

e
a
d

R
aisin

g
 E

x
ercise

が
効
果
が
あ
る
。

★
感
覚
障
害
へ
の
注
目

口
腔
内
知
覚
は
大
切
で
、
口
腔
内
が

乾
燥
す
る
と
物
の
味
が
わ
か
ら
な
く
な

る
。
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
単
に
口

を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
口
腔

内
知
覚
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。
咳
反
射
は
重
要
だ
が
、
仰
向
け

に
寝
て
咳
を
す
る
に
は
か
な
り
の
体
力

を
使
う
。
痰
を
出
す
喀
出
力
は
腹
筋
、

背
筋
力
が
大
切
で
あ
る
。

★
高
齢
者
の
嚥
下
障
害
リ
ス
ク

加
齢
や
疾
患
で
飲
み
込
み
の
障
害
が

起
こ
る
。
そ
の
た
め
ご
飯
を
お
か
ゆ
に

変
え
る
こ
と
に
よ
る
栄
養
障
害
が
起

き
、
体
力
の
低
下
に
な
り
、
更
に
飲
み

込
み
の
障
害
や
喀
出
の
障
害
が
起
こ

る
。
そ
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
り
重
症

化
す
る
。

★
肺
炎
発
症
・
入
院
に
つ
い
て

臥
床
に
よ
る
体
力
・
嚥
下
・
喀
出
・

認
知
の
問
題
が
起
こ
る
。
酸
素
投
与
・

口
腔
ケ
ア
不
足
に
よ
る
口
腔
不
潔
・
口

腔
乾
燥
の
問
題
が
起
こ
る
。

★

肺
炎
の
患
者
に
対
す
る
急
性
期
か

ら
の
呼
吸
リ
ハ

肺
炎
と
リ
ハ
ビ
リ
が
結
び
つ
い
て
な

い
人
が
多
い
が
、
急
性
期
か
ら
の
リ
ハ

ビ
リ
が
大
切
。
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
法
な
ど

で
肋
骨
を
動
か
し
、
肺
に
空
気
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

★
誤
嚥
予
防

高
齢
者
の
場
合
、
経
口
摂
取
禁
を
行

う
と
口
も
廃
用
症
候
群
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
口
を
動
か
す
、
口
内
へ
の
感
覚

入
力
が
大
切
で
す
。
早
め
に
咳
反
射
改

善
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

★
適
切
な
形
状
の
食
事

誤
嚥
性
肺
炎
で
入
院
さ
れ
た
方
は
容

易
に
嚥
下
で
き
る
形
状
の
食
事
を
十
分

取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
栄
養

改
善
に
つ
な
が
り
、
肺
炎
予
防
に
つ
な

が
る
。
し
か
し
、
こ
の
形
状
の
食
事
は

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
良
く
な
っ
た

ら
普
通
食
が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
告
げ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
嚥
下
調
整
食
献
立
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
少
し
難
易
度
の
高
い
物
を
出

す
こ
と
は
認
知
症
の
改
善
の
た
め
に
も

必
要
で
あ
る
。
の
ど
に
残
っ
て
い
る
も

の
を
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
喉
越
し
の
良
い

も
の
で
嚥
下
す
る
交
互
嚥
下
も
大
切
で

あ
る
。

★
嚥
下
障
害
へ
の
対
応：

即
効
性

図
２
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
が
重
要
。

１
口
食
べ
た
ら
も
う
一
口
食
べ
た
い
と

思
う
食
事
が
大
切
で
あ
る
。

★
嚥
下
障
害
へ
の
対
応

ゆ
っ
く
り
効
果
を
ね
ら
う
も
の
と

し
、
て
口
腔
ケ
ア
の
継
続
や
顔
面
口

腔
・
頸
部
筋
力
の
筋
肉
強
化
・
痰
の
喀

出
の
改
善
が
大
切
で
あ
る
。

★
必
要
な
の
は
本
人
へ
の
説
明

あ
な
た
の
肺
炎
は
嚥
下
機
能
の
低
下

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

喀
出
力
・
口
腔
ケ
ア
・
栄
養
の
説
明
も

重
要
で
あ
る

★
認
知
症
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
予
防

１
）
離
床
　
２
）
整
容
・
口
腔
ケ

ア
・
排
泄
な
ど
自
分
で
や
る
こ
と
を
増

や
す
　
３
）
可
能
な
ら
経
口
摂
取
　
４
）

歩
行
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
歩
行
や

散
歩
を
行
う
。

★
誤
嚥
性
肺
炎
の
包
括
的
治
療

１
）
栄
養
サ
ポ
ー
ト
　
２
）
呼
吸
ケ

ア
・
呼
吸
リ
ハ
　
３
）
肺
炎
治
療
　
４
）

嚥
下
リ
ハ
　
５
）
廃
用
症
候
群
対
策
等 （図２）
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入
院
リ
ハ
で
は
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
が
40

人
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
、
こ
こ
に
必

要
な
職
種
を
配
し
て
い
る
。
医
師
を
中

心
に
看
護
師
が
最
も
多
く
、
専
任
の
歯

科
衛
生
士
も
一
人
必
ず
配
置
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
リ
ハ
病
院
の

中
で
歯
科
衛
生
士
が
こ
れ
ほ
ど
配
属
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
　

最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
全
て
一
緒
で
垣
根
を
取
り
払
い
、

働
く
者
の
連
帯
感
を
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
院
内
研

修
が
必
須
で
中
途
入
職
者
も
必
ず
受
講

す
る
。
院
内
研
修
で
は
二
人
一
組
で
自

分
の
弁
当
・
昼
ご
飯
を
目
隠
し
し
て
食

事
介
助
さ
れ
る
事
で
、
さ
れ
る
患
者
の

恐
怖
心
や
心
配
な
気
持
を
理
解
す
る
事

で
自
分
と
他
職
種
の
仕
事
の
内
容
を
再

確
認
し
、
技
術
だ
け
で
な
く
口
腔
ケ
ア

や
リ
ハ
の
重
要
性
や
口
の
機
能
と
感
覚

に
つ
い
て
実
践
的
な
経
験
を
す
る
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
研
修
方
法
も
目
立
っ
た
。

霞
ヶ
関
南
病
院
で
は
胃
瘻
・
Ｎ
Ｇ
患

者
の
約
８
割
は
退
院
時
に
３
食
経
口
へ

移
行
す
る
と
い
う
驚
異
的
な
リ
ハ
ビ
リ

結
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
入

院
時
の
口
腔
の
問
題
点
を
様
々
な
視
点

か
ら
拾
い
出
し
、
全
病
棟
配
属
に
よ
る

病
棟
チ
ー
ム
制
の
下
で
リ
ハ
ビ
リ
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
入
院
中
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は

ケ
ア
プ
ラ
ン
策
定
の
仕
組
み
の
実
際
と

症
例
を
中
心
に
、
評
価
か
ら
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
そ
れ
に
伴
う
職
種
の
役
割
分
担

や
、
成
果
が
ど
の
よ
う
に
で
る
か
を
図

示
し
て
い
た
だ
い
た
。

入
院
リ
ハ
で
は
、
直
接
的
ま
た
は
間

接
的
な
手
法
の
提
示
を
し
な
が
ら
、
多

職
種
協
働
の
計
画
プ
ラ
ン
作
成
を
す
る

こ
と
、
実
際
の
症
例
を
提
示
し
な
が
ら

入
院
時
の
評
価
か
ら
評
価
結
果
を
項
目

ご
と
に
割
り
出
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

各
職
種
か
ら
き
ち
ん
と
引
き
出
し
、
そ

れ
を
課
題
・
目
的
・
具
体
的
な
サ
ー
ビ

ま
っ
て
い
る
関
係
も
あ
る
の
で
、
科
で

は
な
く
課
に
し
た
そ
う
だ
、
そ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
て
話
し
て
い
た
だ
い

た
。
先
生
の
話
し
は
、
非
常
に
語
尾
も

は
っ
き
り
し
ゆ
っ
く
り
と
分
か
り
や
す

く
、
さ
す
が
言
語
の
専
門
家
と
言
う
感

銘
を
受
け
た
。

ま
ず
は
話
の
内
容
と
し
て
、
病
院
紹

介
か
ら
、
理
念
は
「
老
人
に
も
明
日
が

あ
る
」、
医
療
の
原
点
が
福
祉
で
あ
り
、

チ
ー
ム
単
位
で
多
職
種
と
組
ん
で
リ
ハ

を
行
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
５
つ
の
形

態
が
あ
り
、
①
入
院
リ
ハ
を
主
と
し
て
、

他
方
で
在
宅
リ
ハ
と
し
て
、
②
外
来
、、

③
訪
問
、
④
通
所
、
⑤
介
護
予
防
・
健

康
増
進
の
リ
ハ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

２
つ
目
は
、（
医) 

真
正
会
霞
ヶ
関
南

病
院
の
言
語
聴
覚
課
課
長
の
言
語
聴
覚

士
（
ST
）
で
あ
る
鈴
木
智
子
先
生
の
講

演
、「

多
職
種
協
働
口
腔
リ
ハ
へ
の
挑

戦
」
と
言
う
演
題
で
あ
っ
た
。
ふ
つ
う

は
診
療
科
目
で
あ
る
場
合
リ
ハ
ビ
リ
科

ま
た
は
言
語
聴
覚
科
な
ど
と
表
示
し
た

り
所
属
す
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
南
病
院

で
は
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
多
職
種
が
ま
と

講
演
Ⅱ｢

多
職
種
協
働

口
腔
リ
ハ
へ
の
挑
戦｣

講
師
　
医
療
法
人
真
正
会

霞
ヶ
関
南
病
院
　
　

言
語
聴
覚
課
課
長

鈴
木

智
子
先
生

を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
退
院
・
退
院
後

の
改
善
の
継
続
・
再
発
予
防
が
大
切
で

あ
る
。

★
退
院
後
療
養
生
活
も
ま
た
重
要

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
急
性
期
病
院
・
リ

ハ
ビ
リ
病
院
を
退
院
さ
れ
た
後
、
か
か

り
つ
け
医
・
ケ
ア
マ
ネ
・
地
域
関
係
者

の
協
力
で
安
定
・
安
心
な
生
活
が
過
ご

せ
る
。

★
高
齢
者
の
肺
炎
は
複
合
疾
患

肺
炎
予
防
・
治
療
は
チ
ー
ム
ア
プ
ロ

ー
チ
な
の
で
、
周
り
に
い
る
人
た
ち
が

協
力
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

藤
谷
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、

学
問
的
な
豊
富
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
先
生
の
患
者
さ
ん
を
思
い
や
る
心

に
感
銘
を
受
け
た
。

ス
を
ど
う
提
供
す
る
か
ま
で
流
れ
図
で

の
解
り
や
す
い
解
説
で
あ
っ
た
。

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の

流
れ
は
、
太
田
仁
史
先
生
の
チ
ャ
ー
ト

図
を
基
に
急
性
期
か
ら
回
復
期
・
維
持

期
、
そ
し
て
終
末
期
に
至
る
ま
で
の
流

れ
で
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
専
門
職

が
ど
の
よ
う
な
目
標
を
設
定
し
ど
う
か

か
わ
る
か
と
い
う
区
分
図
な
ど
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
と
チ
ー
ム
医
療
に

何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。

◎ 埼玉県摂食・嚥下研究会会員には割引制度がございます。



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成25年 7月28日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ2階セミナーホール

第18回  講  演  会

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

演　題：

講　師： 

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

小山 珠美 先生（看護師）

芳村 直美 先生（看護師）

■申込締切日：７月18日（木）

東名厚木病院　摂食嚥下療法部　部長

口から食べる幸せを守る会　代表

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

講演 １

演　題：

講　師： 東名厚木病院　摂食嚥下療法部　主任

講演２

「早期経口摂取開始の成果とアプローチの実際」

「要介護高齢者が口から食べ続けられるための
　食事介助技術と地域連携」


